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編集 ： 原 範幸

ちょっとうれしい話

明けまして １２月２５日 図書委員の仲田雄人君、

おめでとうございます 光畑知也君、小林航大君、宮田秀真君が 3

時間以上、図書室の片付けをしてくれま
新しい年を迎え、張り切っていることで した。大府史明君と山下淳君も手伝って

しょう。３年生は、進路決定の本番に臨み くれました。
ます。頭と体と心の調子を整えて、全力を

出し切ることを期待します。２年生は、ス 人権集会
キー実習が迫っています。素敵な体験が出 １２月１６日（水）の 6 時間目に多目
来るといいですね。１年生は、岡山の社会 的ホールで人権集会が開かれました。学
探訪をすることになると思います。新しい 級委員の安藤洋行君、赤埴奈実さん、土
経験が出来ることでしょう。学年の締めく 井栄一君、森平実希さん、川西章弘君、
くりの３学期が、今、スタートします。 逸見絵美莉さんが、司会や、人権標語の

発表、個人情報の紹介をしました。その
新しい年を迎え、みなさんに「ＹＥＬＬ」 後は、携帯電話やインターネットを利用

を送ります。 するときに守るべきマナーについて、Ｄ
ＶＤを視聴しました。立派な集会が出来

「”わたし”は今 どこに在るの」と ました。
踏みしめた足跡を 何度も見つめ返す
枯れ葉を抱き 秋めく窓辺に 発表された人権標語
かじかんだ指先で 夢を描いた ・友情は 店では買えない 宝物

・地域から みんなで増やそう 笑顔の輪
翼はあるのに 飛べずにいるんだ ・平和とは 一人ひとりの 思いやり
ひとりになるのが 恐くて つらくて ・何気ない その一言が 救いの手
優しいひだまりに 肩寄せる日々を ・絆ほど きれいな糸は ほかにない
越えて 僕ら 孤独な夢と歩く ・差別なく みんな平等 明るい未来

サヨナラは悲しい言葉じゃない 生徒の感想から
それぞれの夢へと僕らを繋ぐ ＹＥＬＬ 「インターネットなどを使う上で、架空

つな

ともに過ごした日々を胸に抱いて 請求やチャットでのなりすましなどには
飛び立つよ 独りで 未来(つぎ)の空へ 十分気をつけようと思った。あのような

被害は本当に大変なことにつながってし
作詞 水野 良樹 まうので怖いなあと思った。個人情報も

しっかり守りたい」（3 年生 女子）
大晦日の、紅白歌合戦で、「いきものがか

り」が歌うこの歌を聞きながら、青春のす 多くの生徒が、ネット社会の危なさを

ばらしさに感動しました。 学んだようです。


